




要約:極低出生体重児に対するNICU 入院中の介入の効果を介入群と非介入群で比較検討し

た。地域保健所との連携もはかった。入院中よりの早期介入は安全に施行でき、両親とく

に父親の我が子に対する愛着度の向上がみられた。今後、引き続き月 1回の親の会を行い

(乳児期の介入)、修正 1 歳 6 力月、2 歳時、3 歳時と経時的に発達評価を行っていく予定

である。


